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在までに 3名（男性 1名，女性 2名）の音声が収録されている。
アノテーションは Praat (Boersma and Weenink 2017) で行なう。Praat 用アノテーショ
ン形式である TextGrid に，ID 層，Word 層（単語層），Seg 層（分節音層），Comment 層を
設ける（図 1 参照）。以下，この TextGridを作業用 TextGridと呼ぶ。














記号 　内容　 例 実際の発音 想定される発音
[ ] 脱落 xEreks[e]L xEreksL xErekseL
{ } 挿入 xAkfags xAkas xAks




























RDB を構築するには，まず作業用 TextGrid をもとに，RDB に必要な情報を持たせた






音節 (Syllable) kV TaL
音素 (Phoneme) k V T a L




作業用 TextGrid　→　正規形 TextGrid　→　表形式ファイル　→　 RDB
図 3 作業用 TextGridから RDBへ
以下，正規形 TextGridの作成方法と RDBのテーブル構成について説明する。
3.1 正規形 TextGrid作成
図 1のような作業用 TextGridから，図 4のような正規形 TextGridを作成する。








　 s　 　 V:　 r sh,s 　 n　 Seg






 補助ラベル _（無声化母音）および ~（一部不明瞭）を削除する
z W: r <cl> T Phone










 作業用 TextGridのWord層を UniedForm層に renameする
 作業用 TextGridのWord層から，実際の発音を派生させ，Word層とする（表 1参照）
 作業用 TextGridのWord層から，想定される発音を派生させ，NormativeForm層と
する（表 1参照）
# nVL[i](p｜m)｛a｝sT # Word（作業用 TextGrid）
# nVLpasT # Word（正規形 TextGrid）
# nVLimsT # NormativeForm























アノテーション（作業用 TextGrid, 正規形 TextGrid）とは別に，音声ファイルから F0お
よびパワー（インテンシティ）を Praatで求め，音響情報テーブル (pointF0, pointPwr)を作
成した。音響情報テーブルの記載事項を表 5に示す。
また，すべての母音について，40種類以上の音響特徴量（F1, F2, H1-H2など）を Praatで
求め，segVowelというテーブルを作成した（詳細は省略）。
3.2.4 メタ情報テーブル











テーブル名 列名 説明 例 or取りうる値
segPhone TalkID 講演 ID WF0101
（分節音） PhoneID 分節音 ID 00008050L
StartTime 開始時刻 322.413013
EndTime 終了時刻 322.604381







segPhoneme TalkID 講演 ID WF0101




segSyllable TalkID 講演 ID WF0101




SyllableStr 音節構造 () CLC
epContained <ep>の有無 0/1
segWord TalkID 講演 ID WF0101






Number 語に割り当てられた 4桁の数字 1182
(*) PhoneEntity: 補助記号_および~は PhoneEntity から削除し，Devoiced, BeginningObscure,
EndingObscureでそれらの情報を表現する。





テーブル名　　　 列名　　　　　　　　　　 説明　　　　　　 例 or取りうる値
rel子単位 2親単位 TalkID 講演 ID WF0101
(例：relPhone2Word) 子単位 ID (例：PhoneID) 子単位 ID 00000030L




テーブル名　　　 列名　　　　　　　　　　 説明　　　　　　 例 or取りうる値
pointF0 TalkID 講演 ID WF0101
（F0情報） F0ID F0ID 1
Time 時刻（0.05刻み） 2.921281
F0Val F0値 211.02
pointPwr TalkID 講演 ID WF0101




テーブル名　　　 列名　　　　　　　　　　 説明　　　　　　 例 or取りうる値
InfoSpeaker SpeakerID 話者 ID F01






InfoTalk TalkID 講演 ID WF0101







ラベル IPA ラベル IPA 性 　備考
短母音 A [5] a [3] 男性
W [E] 男性
E [@] e [9] 女性
I [i] i [1] 女性
1 [I] 男性
0 [O] q [Æ] 男性
@ [] 男性
V [U] 男性
O [o] o [8] 女性
U [u] u [0] 女性
長母音・ A: [5:] 男性












AW [5E] 男性 　 AIの異音
W: [E:] 男性 　 AIの異音
0W [OE] 男性 　 0Iの異音
@: [:] 男性 　 0Iの異音
VW [UE] 男性 　 VIの異音
O2 [oe] 女性 　 0Iの異音
U2 [ue] 女性 　 UIの異音
y: [y:] 女性 　 UIの異音







ラベル IPA ラベル IPA ラベル IPA ラベル IPA
n [n] m [m] T [th] N [N]
p [p] L [l] ch [Ù]
P [ph] s [s] CH [Ùh] F [F] pの異音
x [x] sh [S] j [j] B [B] pの異音




究の一部は，公益財団法人 博報児童教育振興会 第 11回「国際日本研究フェローシップ」の助
成を受けている。
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